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1． はじめに 

マイクロブログサービスの特徴の１つとして，各ユ

ーザが考えたことや感じたことを即座に投稿するリア

ルタイム性が挙げられる．そのため，マイクロブログ

への投稿を分析することによりユーザの興味や関心の

推移を追跡できると考えられる． 

本研究では，Twitter のユーザを対象とし，時系列テ

キストデータの中で特定のキーワードを含むテキスト

が急激に増加する「バースト」に注目して，個人のツ

イートデータに対してバースト解析を行うことで個人

の興味・関心の探索を行う．また，個人のバーストと

社会全体でのバーストの比較による個人の興味と社会

との関係の分析を試みる． 

Twitter を対象とした研究は数多くあり，その中に

Twitter 全体でのトピックを探索・追跡する研究がある 

[1][2]．それらに対し，本研究では個人のツイートデ

ータに対するバースト解析およびそれと全体との比較

を行うことにより，ユーザ一人一人の興味・関心情報

の抽出を行うことを目標とする． 

2． 提案手法 

 本研究では「個人のツイートデータ内でバーストし

ている事象はその個人が興味を持つ事象である」と考

え，バースト解析を用いてユーザの興味情報の探索を

行う．また，個人のツイートデータ内で検知されたバ

ーストに対し，それらを同時期に社会全体のツイート

データから検知されたバーストと比較することにより 

個人の興味の傾向のより詳しい推測を試みる．  

3． 実験と考察 

提案手法の有効性を検証するため，社会のツイート

と，ある２名のユーザ A，B のツイートに対してそれぞ

れバースト解析を行い，その結果を比較することによ

ってより詳しい情報が得られるか検証・考察を行った．

今回は「ゆるゆり」という漫画についてのツイートで

あることを示すハッシュタグを用いて解析を行うこと 

表 1 実験 解析設定 

解析期間 2015 年 10 月 1 日 

～  
2015 年 11 月 30 日 

解析に用いる単語 #yuruyuri 

1 期間の単位 1 日 

 

 
図１ : 個人と社会全体のバースト比較 （抜粋） 

 

として表１のように実験の設定を行った．この設定で

解析結果をグラフにしたものの抜粋を図１に示す． 

図１のグラフから各ユーザの状況について考えると，

次のようなことが推測できる． 

 (1)と(A1)のバーストが同時期に起きているこ

とから，ユーザ A はこの期間は広く注目されて

いた事象に対して同じように注目した． 

 (A2)や(B)は,社会でバーストしていない期間で

バーストをしていることから，ユーザ A，Bはこ

の期間に独自の興味を持っていた． 

 (B)は(1)から２日遅れて規則的にバーストをし

ているとも見ることができる．これより，Bは何

らかの理由で社会的な事象に対して遅れて反応

をした． 

 その後実際のツイート内容を目視で確認したところ，

これらの推測が概ね正しかったことを確認できた． 

4． 今後の予定 

 より様々な条件での実験と考察を重ねて多くのデー

タを収集し，提案手法の有効性の検討を進める． 
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